
おわりに

本年度は新学習指導要領の完全実施の年にあたります。本校ではこの間、他に先駆け一年前倒

しで実践をおこない、研究を推進してきました。平成11,12年度の２年間にわたり「自己の学び

を深める」を研究主題に掲げ、新世紀を迎える巾、子どもにつけたい力とその指導のあり方を研

究してきました。そして、新学習指導要領に基づく新しい学習内容として本校の教育課程「ピー

スタウン・カリキュラム」を作成し、皆様に提案してきたところです。

本年度､新学習指導要領の完全実施にあたり、めまぐるしく変容する社会の現状の中において、

これからの学校はどうあるべきかという原点に立ち返り、自ら問い直すことから新しい研究をス

タートいたしました。具体的には昨年の第５２回研究発表会終了後に新テーマ設定委員会を設置

し、「新しい学校づくり」をキーワードに、とりあえず「５年後の学校像」を模索していく作業

から始めました。話し合いの中で、教科の再編、異学年学習、教科担任制、基礎・基本の徹底、

幼少中高の連携、評価、選択などいった多くの課題が出されました。

本年に入り、新テーマ設定委員会からの報告を受け、「創発のある学び舎」を研究主題に掲げ

新たな研究の第一歩を踏み出しました。具体的な研究の重点として、①各教科・道徳のとらえな

おし②総合学習の見直し③選択学習の実施④委員会活動に替わる縦割り活動の新設の４点に絞り

込むと共に、日課表の検討や学校行事の厳選等、運営上の大幅な見直しも平行しておこなうこと

としました。

昨年度までの取り組みを－部継続する中で、新しいことを始めるに当たって年度当初、何度も

議論を重ね共通理解を図ってきました。そして４月以来実践をおこなう中においても、軌道修正

をしながら取り組んできました。この研究紀要は４月以降取り組んできた実践をまとめたもので

す。正直申しあげまして、まだまだ研究が緒についたところで、研究の成果をご報告するまでに

は至っていない現状です。研究発表会を機会に今後の研究の方向に対し皆様よりご示唆をいただ

ければ幸いに存じます。

話は変わりますが、すでにご承知のように、国立大学附属学校園は現在、大変厳しい問題を抱

えています。国立大学の統合・再編問題、さらには教育学部の全国的な見直しの問題、さらには

国立大学の特別行政法人化の問題と学校の存続にも関わる大きな課題が目前に迫っています。附

属学校としての任務を再度私たち教職員が確認し、教育学部や他の教育機関と連携をし、地域の

中で今まで以上に情報の発信を行うことが必要とされます。また､本校での教育実証研究を是非、

地域公立学校との連携の中で深めていくことも重要となると考えています。そのような意味から

も、皆様方の忌悼のないご意見、ご指導を賜りたくお願い申しあげます。
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